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患者の多様性に向き合う個別化医療
遠山直志

福井大学 腎臓病態内科学

標準化された診療ガイドラインは，エビデンスに
基づく医療の実践を支援し，医療の質の向上に貢献
してきた．診療の標準化により，医療現場での意思
決定の支援と，科学的根拠に基づく診療の普及が進
められている．一方で，近年の研究により，画一的
な治療アプローチには限界がある可能性が指摘され
ている．例えば，慢性腎臓病患者を対象とした大規
模臨床試験では，電子カルテに基づくアルゴリズム
と診療推進者の導入による厳格な診療ガイドライン
医療が，通常診療と比較して入院率の有意な改善を
もたらさなかった 1)．このような知見は，個々の患
者の特性を考慮した医療の重要性を示唆している．
患者の特性に応じた医療を実現しようとする概念
として，精密医療（Precision Medicine）と個別化医
療（Personalized Medicine）という分類が存在する．
これらの用語の定義や解釈は文献によってさまざま
であるが，一般的に以下のように理解されている．
精密医療は，特定の生物学的特徴に注目し，それに
対応した治療戦略を選択する医療アプローチを指
す．一方，個別化医療は，遺伝的要因と生活習慣や
環境などの後天的要因によって生じる患者の多様性
を考慮し，複数の特徴に基づいて患者をサブグルー
プに分類し，それぞれに適した治療を行う医療アプ
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ローチを指す（図）．
精密医療の歴史を振り返ると，1900年のABO血

液型の発見とそれに続く交差適合試験の確立は，患
者の特徴に基づく治療選択の重要性を示す先駆的
な例といえる 2)．その後，遺伝子解析技術の進歩や
分子標的薬の開発により，個々の患者の生物学的
特徴に基づく治療選択が可能となってきた．2015
年にオバマ大統領が提唱したPrecision Medicine 
Initiativeは，この流れをさらに推し進め，ゲノム
情報に基づく精密医療を本格的に推進するものであ
る 3)．
一方，個別化医療へのアプローチは大きく2つに

分けられる．一つは層別化であり，重要な臨床指標
に基づいて患者を分類する方法である．がんの病期
分類はその代表的な例であり，TNM分類による層
別化は治療方針の決定や予後予測に広く用いられて
いる．他にも腎臓病領域では，CKD重症度分類に
基づくリスク層別化が行われている．近年では機械
学習手法を用いた多面的な層別化も試みられてい
る 4)が，層の細分化に伴うサンプルサイズの減少が
統計学的解析の制約となることが課題である．
もう一つの個別化医療のアプローチは，多次元
データを用いた特徴に基づくグループ化である．こ
の手法は単一または少数の指標による層別化では捉
えきれない患者の特徴を，機械学習などを用いて同
定することを目指している．例えば敗血症を対象と
した研究では，従来の重症度分類では治療プロトコ

図　患者特性に基づく分類と個別化医療
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ルの有効性が示されなかったものの，多面的な患者
データの解析により治療効果の異なる患者群を識別
できる可能性が示されている 5)．このように，多次
元データの解析によって，患者集団を共通の特徴を
もつ複数のグループに分類し，それぞれのグループ
に適した個別化医療の実現が試みられている．
実際のところ，熟練した臨床医は長年の経験に基
づき，ガイドラインを基礎としながらも個々の患者
に最適化された医療を実践している．すなわち，患
者の生活背景や価値観，身体状態などを総合的に判
断し，それぞれの患者に合わせた治療方針を選択し
ている．今後の個別化医療の発展として，ADLや
QOLを含む臨床医が日常診療で重視している多様
な臨床指標の活用が必要となってくる．多面的な指
標を総合的に活用することで，より多くの患者に対
して個々の特性に応じた医療を実現することが期待
される．
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